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● 土用の丑の日にうなぎを食べると夏バテをしないといわれています。実はこの風習、江戸時代のある万能学

者が仕掛けたものだそうです。この学者の知り合いのうなぎ屋さんが夏はうなぎが売れないと困っていたの

を見て、店の前に「土用丑の日、うなぎの日」という貼り紙をしたのです。するとこれが大当たりして、土

用の丑の日にうなぎを食べる風習となりました。今年は 7 月 29 日（火）が「土用の丑の日」です。栄養たっ

ぷりのうなぎを食べて、夏バテを予防しましょう。（でも絶滅危惧種です。大切にしましょう。） 

●俵町浜野病院（Tel 0956-22-6548） 

【医療】内科・外科・循環器科・呼吸器科・消化器科・整形外科 
肛門科・リハビリテーション科  
病室（一般病棟 26 床・療養病棟 38 床） 

【介護】居宅介護支援事業所・ヘルパーステーション 
デイケアセンター・グループホーム・訪問看護ステーション 

●有料老人ホームわかばテラス（Tel 0956-76-8780） 

【介護】デイサービス風祭り・デイサービス里山療法クラブ 

●サービス付高齢者向け住宅わかばレジデンス（Tel 0956-22-6544） 

●有料老人ホームわかばハウス（Tel 0956-22-6535） 
【介護】小規模多機能ホームわかばハウス 
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里山レシピのご紹介 寒天でカロリーダウンしたとは思えない、プリンのような濃厚な味わい。 

寒天同様、食物繊維たっぷりのごまソースも風味アップに一役かっていま

す。ごまは抗酸化作用のあるビタミン Eを多く含み、すりつぶすことで消

化しやすくなります。ちょっとしたリッチなデザートとして、お客様への

おもてなしにいかがですか。 

 

作り方 

① ミルク寒を作る。小鍋に水と粉寒天を入れて中火にかけ、かき混ぜなが

ら煮溶かす。沸騰したら弱火にして 2 分ほど煮て、火を止める。 

② ①に人肌に温めた牛乳を加え混ぜ、練乳と砂糖を加えてよく混ぜて溶

かす。好みのゼリー型 4 つに注ぎ分け、冷蔵庫で冷やし固める。 

③ ごまソースを作る。耐熱容器に水と砂糖を入れ、ラップをしないで電

子レンジで 30 秒加熱して溶かし、練りごまを加えて混ぜ合わせる。 

④ ②を型から出して皿に盛り、③のごまソース、すりごまをかける。 

 

 

「ミルク寒とごまソース」 

1 人分 130Kcal 

材料 （約 4 人分） 

ミルク寒 

水・・・・・・・・・・・・・・50cc 

粉寒天・・・・・・・・・・・・小さじ 1 

牛乳・・・・・・・・・・・・・1 と 1/4 カップ 

練乳・・・・・・・・・・・・・大さじ 1 強 

砂糖・・・・・・・・・・・・・大さじ 1 

 

ごまソース 

水・・・・・・・・・・・・・・40cc 

砂糖・・・・・・・・・・・・・大さじ 1 

練りごま・・・・・・・・・・・大さじ 2 

（飾り/すりごま（白））・・・・・適量 

 

田植え／トウモロコシ観察記録 

田植え（6／18・オルソープガーデンにて） 

第 1 回 風祭り大運動会／バスハイク 

7 月は 熱中症にご注意！ 

認知症はかわりつつある 
～生活習慣病としてとらえる～ 
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６
月
１
８
日

（水
）
、
今
年
も
わ
か
ば
テ
ラ

ス
オ
ル
ソ
ー
プ
ガ
ー
デ
ン
の
棚
田
で
毎
年

恒
例
の

「
田
植
え
」
を
行
い
ま
し
た
。
入
居

者
や
通
所
利
用
者
約
１
５
名
が
参
加
し
、
会

話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
足
元
の
悪
い
水
田
に

一
本

一
本
も
ち
米
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し

た
。
楽
し
み
な
収
穫
時
期
は
１
０
月
上
旬
頃

で
、
１
２
月
に
は
こ
の
お
米
を
使
っ
て
餅
つ

き
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

認
知
症
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
み
る
と
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
脳
梗
塞

や
脳
出
血
の
後
遺
症
と
し
て
認
知
症
が
お
こ
る
脳
血
管
性
認
知
症
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
共
通
し
た
生
活
習
慣
で
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す

（図
―
１
）
。
私
た
ち
が
普
段
し
て
い
る
悪
い
生
活
習
慣
は
、
様
々
な
生

活
習
慣
病
を
誘
発
し
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、

脳
血
管
性
認
知
症
と
の
関
係
を
示
し
た
の
が
図
―
２
で
す
。
み
な
さ
ん
ご

存
知
の
よ
う
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
・高
脂
血
症
等
の
病
気
は
、
心
臓
病
（虚

血
性
心
臓
病
）
や
脳
血
管
障
害

（脳
卒
中
）
を
引
き
お
こ
し
て
し
ま
う
た

め
、
心
血
管
病
の
危
険
因
子
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

（図
―
２
の
緑
字
）
。

こ
れ
を
よ
く
見
る
と
、
防
ぎ
よ
う
が
な
い
も
の
と
、
防
ぎ
得
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
防
ぎ
得
る
も
の
を
防
ぐ
こ
と
で
、
認
知
症
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

今
ま
で
認
知
症
は
、
脳
神
経
細
胞
の
変
性
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気

（例
え

ば
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
）
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
脳

の
血
管
が
悪
く
な
る
と

（脳
血
流
が
悪
く
な
る
と
）
よ
り
認
知
症
は
お
こ

り
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（図
―
３
） 

６
月
２
３
～
２
５
日
ま
で
の
３
日
間
、
わ
か
ば

レ
ジ
デ
ン
ス

・
わ
か
ば
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
の
皆

様
で
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
お
出
か
け

し
ま
し
た
。
梅
雨
真
っ
只
中
で
お
天
気
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
３
日
間
と
も
に
い
い
お
天
気

に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ 

観
察
記
録 

５
月
中
旬
に
種
を
植
付
け
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
各
施
設
で
順

調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
６
月

末
時
点
で
、
茎
丈
が
約
４
０
セ

ン
チ
ま
で
伸
び
、
先
日
は
茎
に

沿
わ
せ
て
支
柱
を
立
て
ま
し

た
。
収
穫
ま
で
あ
と
約
１
ヶ
月
、

し
っ
か
り
と
観
察
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。 

 
5 月 23 日 6 月 25 日 

梅
雨
の
大
運
動
会 

レ
ジ
デ
ン
ス

・
ハ
ウ
ス 

バ
ス
ハ
イ
ク 

パ
ー
ル
シ
ー 

認
知
症
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る 

～
生
活
習
慣
と
し
て
と
ら
え
る
～ 

６
月
１
５
日

（日
）
、
わ
か
ば
テ

ラ
ス
入
居
者
様
に
日
頃
の
リ
ハ
ビ

リ
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
「第
１
回 

風
祭
り
大
運
動

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

赤
組
と
青
組
に
別
れ
、
パ
ン
食
い

競
争
や
く
す
玉
割
り
な
ど
皆
さ
ん

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
入

居
者
様
か
ら
は
、
１
年
に
何
回
も

開
い
て
欲
し
い
と
い
う
言
葉
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。 

in 

※7 月は最高気温が 30℃を超える日が増えてきます 

● 熱中症の症状 

Ⅰ度：めまい、立ちくらみ、こむら返し 

Ⅱ度：頭痛、吐気、嘔吐、倦怠感 

Ⅲ度：ふらふらする、立てない、意識障害 

大
量
に
汗
を
か
い
て
い
る
う
ち
は
ま
だ
よ
い
の
で
す

が
、
汗
を
か
か
な
く
な
り
皮
膚
が
乾
い
て
く
る
と
、

自
分
で
体
温
の
調
節
が
で
き
な
く
な
り
体
温
が
あ
が

る
の
で
、
命
に
関
わ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
呼
び
か

け
て
も
反
応
が
鈍
い
よ
う
で
あ
れ
ば
緊
急
の
事
態
で

す
の
で
直
ち
に
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。 

 

認
知
症
は
高
齢
に
な
っ
て
症
状
が
で
る
人
が
多
い
病
気
で
す
。
脳
の
細
胞
の

老
化
に
よ
る
病
気
と
も
言
え
ま
す
。

一
方
、
ガ
ン
と
い
う
病
気
も
体
の
細
胞

の
老
化
に
よ
っ
て
お
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
体
は
、
新
陳

代
謝
に
よ
り
命
を
保
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
細
胞
は
古
く
な
る
と
新
し
い
細

胞
に
生
ま
れ
代
わ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
遺
伝
子
の
情
報
が
次
の
細
胞
に
伝
わ

り
ま
す
が
、
何
回
も
次
の
代
の
細
胞
に
遺
伝
子
の
情
報
を
伝
え
て
い
く
途
中
、

ミ
ス
コ
ピ
ー
が
起
こ
り
、
間
違
っ
た
遺
伝
子
情
報
が
次
の
細
胞
に
伝
わ
り
、

変
な
細
胞
が
造
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
ガ
ン
細
胞
で
す
。
つ
ま
り
何

回
も
何
回
も
次
の
代
の
細
胞
に
情
報
を
伝
え
て
い
る
間
に

（
つ
ま
り
長
い
時

間
を
経
る
う
ち
に
）
ガ
ン
細
胞
が
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

「ガ
ン
は
細
胞
の

老
化
に
よ
る
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
二
つ
の
病
気

「認
知
症
と
ガ
ン
」
に

影
響
を
与
え
る
生
活
習
慣
は
共
通
し
た
も

の
が
多
い
の
で
す

（図―

１
）
。
で
す
か
ら
、

①
よ
く
運
動
し

（動
き
）
、
②
精
神
活
動
を

明
る
く
前
向
き
な
考
え
方
で
行
い
、③
野
菜

や
果
実
を
多
く
食
べ
、
④
肉
類

（特
に
加
工

肉
で
あ
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
な
ど
）
は
あ

ま
り
多
く
食
べ
過
ぎ
ず
、⑤
魚
（特
に
青
魚
）

を
た
く
さ
ん
食
べ
、
⑥
タ
バ
コ
は

（他
人
の

出
す
タ
バ
コ
の
煙
も
）
吸
わ
ず
、
⑦
ア
ル
コ

ー
ル
は
過
量
に
な
ら
な
い
よ
う
に
（日
本
酒

な
ら
１
合
ま
で
）
、
⑧
肥
満
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
と
認
知
症
も
ガ
ン
も
予
防
で
き

る
の
で
す
。 

 

図―１ 

図―２ 

図―３ 


